
 

令和３年１０月１８日 

 

農作業死亡事故多発警報発令期間の延長について 

 農作業安全については、春と秋に「農作業安全運動重点推進期間」を設定するなど事故防止に

向けた啓発活動を行っております。 

令和３年１０月６日から１０月１１日までに３件の農作業死亡事故が発生したため、１０月１

２日に「農作業死亡事故多発警報」を発令したところですが、発令期間中の１０月１５日に農作

業死亡事故が発生したことから、発令期間を延長しましたのでお知らせします。 

 また、現在も水稲の収穫作業は継続している時期であり、コンバインやトラクターの運転につ

いて、農作業死亡事故防止の更なる徹底を周知するため、農業担い手課ホームページに安全啓発

チラシを掲載しましたので、あわせてお知らせします。 

記 

１ 警報の期間 

  令和３年１０月１２日(火)～１１月３日(水)[２３日間] 

２ ホームページアドレス 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36021c/nousagyou-anzenkeihatsu.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース 

問い合わせ先 農林水産部農業担い手課 主幹 佐藤 周 

直通０２４－５２１－７３４３ 内線３１７５ 



 

２０２１年１０月１８日  

 

県内では令和３年１０月６日から１０月１１日までに、３件の農作業死亡

事故が発生したため、１０月１２日に「農作業死亡事故多発警報」を発令した

ところですが、発令期間中の１０月１５日に農作業死亡事故が発生したこと

から、警報発令期間を延長しました。 

現在も、水稲の収穫作業は継続している時期であり、コンバインやトラクタ

ーの運転について農作業事故防止を徹底するとともに、安全な農作業の実践

を心がけて下さい。 

 

 

 

 

 

－安全な農作業のための注意点－ 

 

１ 農作業は複数で行う。 
  今年、福島県内ではすでに７件の農作業死亡事故が発生しており、その

多くが被害者が単独で作業を行っていた場合に事故が発生しています。 

  できるだけ二人以上で作業を行うようにするか、一人で作業を行う場合

でも、家族や周囲に行き先や場所を伝えるようにしましょう。 

 

２ 安全な機械操作を心がける。 
  傾斜地等における機械作業については、機械の転倒を防ぐために速度・         

旋回、作業方法等に注意して運転操作を行うとともに、事故発生の恐れの

ある箇所はあらかじめ確認するなど、安全な機械操作を行いましょう。 

 

福島県農作業安全運動推進本部 
ＪＡ福島中央会、ＪＡ全農福島、ＪＡ共済連福島、ＮＯＳＡＩ福島、 

福島県農業機械商業協同組合、福島県農業会議、福島県担い手育成総合支援協議会、 

福島県生活交通課、福島県農林水産部 
 

農作業死亡事故多発警報発令期間 

の延長 

農作業死亡事故多発警報発令期間 

令和３年１０月１２日（火）～１１月３日(水) 



福島県農作業安全推進本部
JA福島中央会、JA全農福島、JA共済連福島、NOSAI福島、

福島県農業機械商業協同組合、福島県農業会議、福島県担い手育成総合支援協議会、
福島県生活交通課、福島県農林水産部

コンバイン作業の安全対策

農作業死亡事故多発警報発令中
農作業死亡事故多発警報発令期間

令和３年１０月１２日(火)～１１月３日(水)

コンバインの事故で最も多いのが、

転落・転倒事故です！

現在、水稲の収穫作業が本格化している時期のため、
農作業事故防止を徹底するとともに、
安全な農作業の実践を心掛けましょう！

進行方向の
安全を十分に
確認しましょう

畦畝や路面の凹凸等の転倒・転落事故に注意しましょう
「死角」を認識し、勘に頼らず、確実な運転を！！



①周囲の確認をしっかりしましょう！
傾斜のあるほ場への進入路やほ場の法面など、

事故発生の恐れのある箇所はあらかじめ確認し、

慎重な作業が重要です。

②収納式安全フレームは運転時には必ず立てて使用しましょう!
安全フレームを収納したままの作業は、トラクターの下敷きとなる

死亡事故に繋がりやすいので危険です。

③シートベルトは必ず締めましょう！
(フレーム等が装備されている場合)
安全フレームが付いていても、シートベルトを

締めず転落し、投げ出されてトラクターの下敷き

となる死亡事故に繋がりやすいので危険です。

④作業時以外は左右独立ブレーキを連結しましょう！
道路走行中、誤って片ブレーキにすると、道路からの転落事故の原因に

繋がり、危険です。

⑤機械点検・清掃時はエンジンを止めましょう！
エンジンをかけたまま作業部に近づくと作業部に腕や足、洋服が巻き

込まれる危険があります。

必ずエンジンを停止して、作業してください。

ヘル
メット

秋はトラクターを利用する機会が多くなり、トラクターによる農
作業事故が多く発生しています。
次のポイントを守り、安全・安心な農作業を実践しましょう！

トラクター作業の安全対策

福島県農作業安全推進本部
JA福島中央会、JA全農福島、JA共済連福島、NOSAI福島、

福島県農業機械商業協同組合、福島県農業会議、福島県担い手育成総合支援協議会、
福島県生活交通課、福島県農林水産部

令和３年 農作業安全運動展開！

重点推進期間【秋】
令和３年９月１日～１０月３１日


